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ＡＩ時代の教育データ利活用による
学びの可能性
～研究と実践～
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短くしたい！
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導入初期に
効果的な対応
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〇 リーダーシップ

〇 Vision・成果



〇 リーダーシップ

環境を整える

率先して実施するチームを作る

生徒への浸透は早い



〇 リーダーシップ

〇 Vision・成果





ＩＣＴ活用

学びの多様化
教育データの
活用

学力向上 業務削減







１．経験知の検証

２．授業改善

教育データの利活用



経験知
いつ学んでいるのか







経験知が教育データで検証されると
自分自身の指導に自信がわく

こういう風に指導すれば
生徒は授業で学んだことを
①その日のうちに
②自分のリズムで
③テスト直前に

振り返っているはずだ

経験知 根拠

経験知が教育データで検証されると
自分自身の指導に自信がわく



経験知
いつ学んでいるのか



長期休業中の課題をBookrollで配信

解答とともに夏休み前にbookrollに
配信します。

基本的に１ページに１問
こうすることで、
各問題毎の正答率や解答時間を
効果的に収集することができます



生徒は、問題を閲覧し、ノートに解いて、
答え合わせをした後、結果をクイズ機能に
入力する

繰り返し解いた場合も、
そのたびにクイズに入力するよう
指示しています。



教師だけが見ることのできる分析ツールの画面より

生
徒
名

ファイルの閲覧達成率の
低い生徒へのアプローチが可能

問題ごとの閲覧時間を参考に，
休み明けに行うテスト問題を作成する

正答率からテストの平均点を
予想することができる



経験知が教育データで検証されると
経験の少ない先生にとって指針になる

この問題の
正答率・解答時間は
およそこのくらいのはずだ

だからこの組み合わせの
テストを作ろう

経験知 根拠

経験知が教育データで検証されると
経験の少ない先生にとって指針になる



令和６年 冬休み課題進捗チェック

bookrollで課題を進めるとともに、
生徒自身が分析ツール(ログパレ)
で確認することができる

冬休み中の他の生徒の
進捗状況をリアルタイ
ムに確認できる

自分が不正解だった問
題について、ほかの生
徒の反応が分かる



自己管理がうまくできない生徒やモチベーションを維持しにくい生徒にとって，今まで
も中長期的な自学自習（例＞長期休業の課題）は，取り組みにくい課題であった。紙を
デジタルに変えただけでは改善されない点である。

デジタルだからこそできるアプローチがある。今回使用したコンテンツでは，クラスメ
イトの進捗状況が日に日に変化している様子を見ることができ，自分のペースと比較で
きる。また，個々が３択で理解度を答えているので，自分の理解度とクラス全体の理解
度を比較し，学びを振り返ったり深めたりすることに役立つ。



✓ クラスメイトと比べ自分の課題ペースを見直すことができるので良いと思う。

✓ クラスの人が難しいと感じているところが分かって便利でした。

✓ 実際，この冬休みに使ってみて，周りがどのくらいやっているかとかその問題に対してどの
くらいの難易度と捉えているかがわかって，とても便利だった。これからもやってほしい。

生徒アンケート「冬休み課題チェック」について



クラスを超えた
共通部分

この問題は難しい

R6夏休み課題(7/23)1B

R6夏休み課題(7/23)1A

クラスの特徴が
みえてくる



R6夏休み課題(8/ 1)1AR6夏休み課題(7/23)1A

27

R6夏休み課題(8/20)1A

25 25

35
➢ 取組の進捗状況について、
他者と比較しながら生徒
個々が確認できる

➢ 学び直しで改善している
部分が読み取れる

➢ 各問題ごとの理解度を、
一目で看取ることができる



教育データを見える化すると
生徒が孤立しない



１．経験知の検証

２．授業改善

教育データの利活用



授業改善
解答過程を可視化



授業改善

家庭学習

授業中に
小テストで確認

その場の判断で
授業進行に反映

家庭学習

授業前に
ログパレで分析

準備をして
授業進行に反映

熟練した技術が必要

ＩＣＴを活用することで

時間・手間がかかる



授業改善

家庭学習

授業前に
ログパレで分析

準備をして
授業進行に反映



紙の場合 生徒の解答の結果から

生徒の様子を判断し

授業を組み立てていた



ＩＣＴを
活用すると

生徒の解答の過程に

着目することができる



ＩＣＴを
活用すると

この空白
気になりませんか？



ＩＣＴを
活用すると



ＩＣＴを
活用すると

生徒がよくするつまづきを
利用することができる



授業改善
解答過程を可視化

家庭学習

授業前に
ログパレで分析

準備をして
授業進行に反映

この部分の生徒の思考の
過程を可視化

ＩＣＴを
活用することで、
より効果的な
授業改善を
することができる

生徒が
消しゴムで
消した跡



授業改善
ＡＩ先生が支援



一斉授業

ひとりの教師が
個々の質問に
適宜対応するのは
限界がある

グループワークや
スモールティーチャーの活用



授業改善
ＡＩ先生が支援

ＡＩ先生の導入により
小さな先生がタブレット上に常駐している感覚

ＡＩ先生





授業改善
ＡＩ先生が支援

• 生徒からの質問の量が減るので，本当に支援が必要な生徒（質問ができ
ない，わからないところが分からない）に時間を割くことができる.

• ＡＩ先生の返答が的を外していたり，間違っていたりすることがあるの
で，精度を上げてほしい．

• 教師の仕事とは何か，見つめなおすきっかけになった．



教員の余裕が
要所への適切な支援につながる



教育データの利活用による授業改善

継
続
性

先
進
性



未来の教育のために
目の前の子ども達が犠牲に
なるような実践はしたくない
単発の実践ではなく、
効果的な実践を継続したい

私自身
最先端の技術に触れたいし、
子ども達に経験してほしい



今後も情報共有させていただければ幸いです

京都市立西京高校附属中学校 教頭 宮部剛

連絡先：g-miyabe@edu.city.kyoto.jp
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